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研究成果の概要（和文）：本研究では、日本近世～近代における国内各地や植民地の遊廓の調査を進め、遊廓の
開発や社会＝空間構造を分析するとともに、一次史料を用いて、遊女屋・貸座敷の経営内部における女性たちへ
の抑圧と搾取の構造の解明も進めた。その結果、近世後期以降の遊廓の大衆化と全国的普及の過程で女性たちに
対する搾取が強化される一方、明治維新に伴う公娼制度の改革を経て、女性たちが多様な手段を用いて搾取や暴
力に直接・間接に抵抗し、それが遊廓社会の変容を促していくことも明らかになってきた。
継続的な現地調査や研究会と研究者のネットワーク化、「遊廓・遊所研究データベース」の充実により、新しい
遊廓研究が現れてきた点も重要な成果である。

研究成果の概要（英文）：This project has advanced a general survey of brothel quarters in Japan and 
its colonies during the transition to modernity. The analysis has focused on the development of 
brothel quarters and their subsequent socio-spatial evolution. Primary sources are used to reveal 
the structures of oppression of women by brothel keepers. This project has illustrated fundamental 
dynamics of change in the history of prostitution in Japan:popularization from the late Edo period 
deepened the exploitation of prostitutes, but with the post-Restoration reforms to Japan’s system 
of legal prostitution, they developed a variety of means to resist exploitation, which helped drive 
the transformation of brothel quarters as social formations. 
Continuous historical surveys, academic conferences, scholarly network-building, and the compilation
 of an extensive database of sources have encouraged new research in brothel quarters history, one 
of the most important accomplishments of the project.

研究分野： 日本史

キーワード： 日本史　ジェンダー
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究が解明した近世～近代日本における遊廓社会の構造的実態は、都市開発史における遊廓の社会的位置や、
都市社会の周縁に置かれた民衆の実態、性売買をめぐる男女間の非対称な関係、それに基礎を置く社会的・政治
的権力の実態とその問題性などを批判的に考察する上で重要な学術的意義を持つ。また、現在も続く性売買をめ
ぐる搾取や人身売買などの社会的病理や人権問題を解決に導く上で、また現在も未解決の歴史的な問題である日
本軍「慰安婦」問題を、被害女性への複合的な人権侵害として捉え、その真の意味での解決を導く上でも、きわ
めて重要な意義を持つ。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

(1) 「遊廓社会」の比較類型史  

本課題は、平成 23～26 年度交付課題「近世～近代日本における「遊廓社会」の比較類型史的研究」（以

下、前課題と略す）を引き継いだものである。前課題は、近世「遊廓社会」史研究、幕末～明治初年の遊

廓と近代公娼制度成立史の研究、20 世紀における国際的人身売買問題や植民地公娼制の研究、を前提と

し、①列島各地における遊廓・遊所類型と関連史料・関連研究の掘り起こしとデータベース化、②それを

前提とした比較史の視点による遊廓の共同研究を具体的課題とし成果を上げてきた。2013～14 年に刊行

された佐賀朝・吉田伸之編『シリーズ遊廓社会』全 2 冊（吉川弘文館）は、その最大の成果である。そ

こでは、近世の三都 （江戸･京･大坂）と長崎、地方城下町の遊廓や茶屋町、藩領の旅籠屋、港津の遊所の

ほか、近代の軍都、温泉町、都市近郊地の遊廓や芸者町など、多様な類型の掘り起こしと比較を行った。  

(2) 遊女・娼妓とその実態研究 

前課題の研究協力者であった横山百合子は、2011 年以降、上記の「遊廓社会」史を、ジェンダーの視点

にもとづく近世「売春社会」史研究と接合し、遊廓社会の全構造の底辺で奴隷的に搾取された遊女とそのた

たかいを研究対象の中心に据えて分析し、芸娼 妓解放令前後の遊女たちの行動とそれが新吉原を頂点とする

遊廓社会に与えた衝撃の大きさを明らかにした（横山 2012） 。また、遊女屋営業を支えた金融ネットワー

クの実態を解明するという、 これまで全く未解明だった局面にアプローチし、寺社名目金の形で新吉原遊廓

の遊女屋に貸し出された借金（その出所は信州の豪農）の担保が遊女自身の身体であった事実を明らかにし

た（横山 2014）。この指摘は、近世社会における遊女の身分的ありようをめぐる議論（遊女を奴隷的存在と

見るか、奉公人の隷属的類型＝町人・百姓の子女が一時的に取る形態と見るか）にも大きな提起を与えるも

のであった。これにより遊廓社会全体の構造的分析をふまえつつも、遊女・娼妓の存在形態とその生活・「労

働」の実態、彼女たちに対する搾取の具体的ありようを、あらためて主題として掲げることの重要性が明白

となった。本課題が、新たに「遊女・娼妓と」という主題文言を加えたのは、以上の経緯による。 

(3) 多様な論点の広がり 

(2)で触れた横山の研究を含め、「遊廓社会」史研究では、この間、比較類型史の枠におさまらない多様

な論点が提出されつつある。例えば、上記のシリーズ収録論文で神田由築は、芝居町における男娼の問題

を取り上げたが、これは遊廓と芝居地を関連させ、比較もしながら対象化する課題を提起している。この

ほか、遊廓・芝居・相撲などに共通して見出せる「茶屋」の近世社会における位置、芸者・芸妓や芸者町

と遊廓の相互関係など、遊廓の周辺に展開・派生した諸存在や社会集団を視野に入れ、その広がりを問題

にすることが課題として提起されている。また、(2)で触れた遊廓経営を支える金融ネットワークの問題は、

この間の研究が比較的手薄であった女衒（周旋人）を中核とした遊女・娼妓の「供給」構造ともあわせて

分析が課題となる。さらに、近代史分野でも、芸娼妓解放令の布告前後の各府県における遊廓統制の実態

や、その相互比較もこの間、大きく進展した。前課題による府県別公文書の調査・収集とデータ化もふま

えて、比較的史料の豊富な主要府県（三都など）における動向は、微細な過程も含めて解明され、府県ご

とに政策判断の大きな幅が存在する一方で、全体として遊女・芸者の 解放が、かなり徹底して行われた実

態も浮上している（佐賀「シリーズ 2 序文」） 。 

(4) 本研究の位置  

以上から、本課題はこの間の「遊廓社会」史研究の大きな進展をふまえて、 ジェンダーの視点をふまえ

た遊女存在への再注目、遊廓とその周辺に広がる多様な問題群の対象化といった研究を、次のステージに

導く重要課題への接近を目的として構想されたものである。 

 

２．研究の目的 

本研究は、近世～近代日本の遊廓について、列島諸地域の多様な事例の発掘と具体的分析をベースに、遊女・

娼妓の存在形態とその搾取の構造、それらを基礎に成立している遊廓をめぐる多様な社会的諸関係（遊廓社会）

を多面的に分析し、その歴史的特質を解明しようとした。具体的には、①遊女（娼妓）・芸者（芸妓）の生活と

「労働」、彼女たちに性売買を強い、搾取する構造の解明（遊女･娼妓の存在形態論） 、②遊女屋（貸座敷業者）

とその仲間（集団）の存在形態とそれをめぐる諸関係の具体的分析（社会集団論）、③遊廓が形成される社会＝

空間の構造分析と、遊廓を包含する都市的な場の特質の分析（社会＝空間構造論）、④列島諸地域の多様な遊廓・ 

遊所事例の発掘と比較類型化（比較類型論）、⑤近世～近代の長期にわたる「遊廓社会」の変容過程とその特質

の解明（通時代的分析）、⑥19～20 世紀における性売買の移植など、国際的関係の分析と、日本の公娼制度を

めぐる国際的人身売買問題の分析（世界史的視点） の6つを課題とした。 

 

３．研究の方法 

本課題では、A 前課題を計画・方法面で継承した比較類型史のための遊廓事例・史料の発掘と共有、さ

らには個別事例研究の活動（比較類型史研究活動）と、B 前課題を内容面で継承し、それを発展させた 6

つの個別テーマ研究の活動（テーマ別研究活動）の二つを研究計画の柱とした。Aでは、前課題を継承し

たデータベース構築とそのための史料・研究情報の調査・収集、さらには現地調査・研究会を通じた既存

研究のネットワーク化を進めながら、個別の遊廓事例の研究蓄積をはかる。Bでは、Aをベースとしなが

ら、テーマ別小チームの企画にもとづくテーマ別研究会を開催し、その成果の共有と蓄積をもとに、その
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総合化する総括シンポを企画し、最終課題である総括論文集の出版企画へも連接させた。データベース構

築を中核とした A課題については、前課題における研究組織体制を見直し、研究代表者が直接、推進統括

にあたることとし、B課題については、研究代表者と各テーマ別小チームの共同によって研究会を企画し、

バランスの取れた研究蓄積をはかることとした。以上の基本的な研究活動運営の指針を前提とした。 

(1) 遊廓・遊所データベース暫定版の補足 

前課題で作成した、全国主要 10 都道府県の詳細データコンテンツ（遊廓・遊所の基本情報（沿革）と

史料所在情報、研究論文・文献情報、主要史料データ集から構成され、収集史料のデジタル・ データを付

属させたもの）を、「暫定版データベース」として公開した。本課題では A 課題の中核として、すでに構

築済みの主要府県の詳細データを継承し、詳細データ未作成府県の簡易データを、順次、追加・補足した。 

(2) 現地調査・研究会と日常的な史料調査 

特徴的な遊廓事例の存在が確認できる都市で近世・近代にわたる史料の調査・収集と現地の研究者との

合同研究会を実施し、史料情報・研究情報の共有と研究ネットワークの組織化をはかるため、前課題から

引き続き現地調査・研究会を活動の中心に据えた。年度中 1～2 度の現地調査・研究会を開催し、個別テ

ーマ研究につながる史料を収集できた（山口・金沢・新潟・山形・栃木（烏山）・横浜・東北・香川）。特

に、金沢では現地研究者との研究交流、栃木（烏山）・東北などでは新史料の収集が可能となり、一次史料

による遊女・娼妓の存在形態の解明につながる成果が得られた。 

(3) 総括研究会等の実施・個別研究の進展 

 本課題最終年度には、4 年間の個別調査・研究会をふまえた総括シンポジウム「近世～近代遊廓社会史

研究の広がりと課題」を東京で開催した。遊女の存在形態・社会集団・空間構造の解明、植民地公娼制度

による国際的関係を世界史的視点により分析するといった、当該分野の研究の最先端の議論を展開するこ

とができた。また、個別研究としては、比較類型論・世界史的視点による分析として、居留地と遊廓社会

の関係を横浜・大阪・東京で比較・位置づけた研究が大きく進展した。 

 

４．研究成果 

(1) 史料調査 

[2015 年度] 9月 15～17日山口県文書館、下関市立豊北歴史民俗資料館、下関市立長府博物館、FWと

上関室津吉崎家文書・特牛中川家文書の収集／2016年3月12～15日石川県立図書館、金沢市立玉川図書

館、串茶屋民俗資料館、FWと金石地区関係史料・小松市串茶屋町関係史料調査 

[2016年度] 9月8～11日新潟市歴史博物館、相川郷土博物館、佐渡博物館、新潟県立文書館、FWと新

潟県内遊廓関係資料・布達類の収集 

[2017 年度] 9月 10～13日山形県立図書館、鶴岡市立図書館、雪の里情報館、FWと山形県内遊廓関係

史料・布達類の収集、一次史料の所在確認調査／10月21～22日横浜開港資料館、五味亀太郎所収遊廓関

係文書・横浜遊廓関係文書の調査・収集 

[2018年度] 8月13～14日東北歴史博物館、遊廓関係史料（若柳町・阿部家）の概要調査／8月15～17

日栃木県那須烏山市教育委員会文化振興課、栃木県立文書館、FWと那須烏山市の遊廓関係史料・布達類

の収集／9月11～12日香川県立文書館、FWと遊廓関係史料の調査 

(2) 遊廓社会研究会 

[2015年度] 10月17日大阪市立港区民センター、第34回遊廓社会研究会（大阪歴史科学協議会と共催）

「近代公娼制度と遊廓社会―人見佐知子『近代公娼制度の社会史的研究』をめぐって―」、書評：吉元加奈

美・早川紀代 リプライ：人見佐知子／2016年 3月 14日金沢星稜大学、第 35回遊廓社会研究会（現地

研究会 人見佐知子『近代公娼制度の社会史的研究』書評）（本康宏史「補論「金沢の茶屋町」より」、塩川

隆文「第5章「北陸・港町遊所の形成と展開―加賀藩金石町相生町新地を事例に」より」） 

[2016年度] 8月4日大阪市立大学、遊廓社会小研究会「遊廓・遊所研究データベースのコンテンツについて」／

11月13日大阪市立旭区民センター、第36回遊廓社会研究会（大阪歴史科学協議会と共催）「近代公娼制と軍「慰

安所」のあいだ」（佐賀 朝「近代公娼制と軍「慰安所」のあいだ ―性奴隷制概念と歴史的実態から」、 小野沢あかね

「近代公娼制度と軍「慰安所」の連続と飛躍 ―芸娼妓・酌婦・「慰安婦」側の視点から」） 

[2017年度] 6月8日大阪市立大学、第37回遊廓社会研究会（佐賀朝「『遊廓社会史入門（仮）』の企画」） 

[2018年度] 8月15日栃木県那須烏山市、第38回遊廓社会研究会（小野沢あかね「栃木県烏山旭遊廓の

一次史料について」、佐賀朝「烏山旭遊廓の概要」）／11月25日立教大学、第39回遊廓社会研究会、「栃

木県烏山旭遊廓一次史料研究会」（佐賀朝「近代における栃木県の遊廓と烏山旭遊廓の概要」、小野沢あか

ね「烏山旭遊廓の福二楼の一次史料から見えるもの」）／2019年 2月 25日大阪市立大学文化交流センタ

ー 遊廓社会小研究会（人見佐知子「「芸娼妓紹介簿」について」） 

(3) 総括シンポジウム 

2019年1月12日立教大学、総括シンポジウム（第40回遊廓社会研究会）「近世～近代遊廓社会史研究の

広がりと課題」（横山百合子「新吉原遊廓の仮宅と深川の関係について－天保 9 年局見世一件を素材に－」、

小野沢あかね 「近代における地方遊廓の実態－栃木県烏山遊廓の一次史料から－」、佐賀朝「栃木県の遊

廓と烏山遊廓」、金富子「近代日本の軍隊と植民地遊廓」） 
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